




№1、前世の母親に会いたいために‥。 

「やい！   クソ婆！   金を出せ！」  

  と言って母を脅す。  

 

高校に入る前は素直な息子だった。  

 

主人が生きていてくれれば……………。  

 

「主人は息子が中学一年のとき、急に亡くなり、私

はパートの収入だけで娘と息子を育てたが、娘は高

校を卒業と同時にアパートに引っ越したまま、二年

も経つのに一度も帰ってこない。息子は高校に入っ

た頃は真面目だったのですが、夏休みに入る少し前、

急に非行グループと付き合うようになり、シンナー

やタバコを吸っていたところを補導され、謹慎を受

けたり、警察沙汰になったりして中退しました。私

は母親とカウンセリングや運命鑑定を受けたり、あ

る宗教に入信し先祖供養や墓参りを言われた通りに

したりしてきましたが、一向に良くならず、かえっ

て悪くなるばかりで……」  

  と泣きながら切々と訴えかけていた。  



「あなたの実家の家系を教えてください」  

 

「私は長女で兄と妹の三人兄妹ですが、実家には母

親が独りで住んでいます。父親が生きている頃は、

兄夫婦と一緒に住んでいて、とても仲が良かったの

ですが、父親が亡くなってから、母親と兄嫁の喧嘩

が絶えないので、私たち姉妹と母親側の親戚が集ま

り相談の結果、兄嫁に出ていってもらうことにしま

した。それから間もなく兄が急死し、後を追うよう

に主人も、急に亡くなってしまいました………」  

 

「何故、急にあなたのお兄さんと御主人が亡くなり、

息子さんが非行に走ったのか？   あなたたち姉妹と

母親と親戚の人が命の絆の法則を欺き、親孝行をし

て兄嫁を追い出したからですよ。あなたの御主人と

お兄さんは、性格が真反対になるが同じ魂になり、

母親とも同じ魂になり、追い出した兄嫁さんとあな

たも性格が真反対だが父親と同じ魂になり、あなた

たち姉妹が兄嫁さんを追い出し、母親をかわいそう

だと思ったことが原因で、母親と同じ魂のお兄さん

が亡くなったのです。非行に走った息子さんと、あ



なたたち姉妹が追い出した兄嫁さんとは、〔前世の母

と息子〕になり、前世の母親を追い出されたことを、

息子さんが『僕の前世の母親をなぜ追い出したの！ 

早く詫びてよ』と、訴えていたのを気づかせるため

に非行に走ったのです」  

   

「何言っているのよ！   あなたは何も知らないから

勝手なことが言えるけど、いままで母親がどれだけ

苦労したのか………」  

 

「確かにあなたの気持ちは分かりますが、あなたが

これから息子さんにどれだけ苦労するかも考えてみ

てください」  

 

 

「………………」  

 

№2、母親が弟夫婦を追い出した罪。 

「あなたが何を言おうとも、あなたの息子さんがあ

なたたちに、前世の母親に詫びることを訴えかけて

いるのです。あなたの親の家系を教えて下さい」  



「父親は三男ですが、兄たちが戦死したので実家を

継ぎました。母親は長女で実家は、弟長男夫婦が両

親と一緒に住んでいましたが、私の母親が両親と折

り合いが悪い弟長男夫婦を追い出し、下の弟二男夫

婦に跡を継がせました」  

 

「あなたの家系は、気づくべきことが起きているは

ずです。例えば先妻と後妻、水子、不倫や離婚、ア

トピーやゼンソク、糖尿病や肝臓の病、突然死、相

続争いや借金地獄など、様々な出来事などが‥」  

 

「確かに私の息子の後に水子がいます。息子は幼い

頃、何度もゼンソクで入退院を繰り返していました。

兄夫婦の処は長男が幼く亡くなっていますし、母親

の実家を継いだ叔父さんは、糖尿病で長患いしてい

て、息子さんは二十歳前に交通事故死をしています。

私の妹は再婚相手と結婚しましたが、夫の不倫が原

因で夫婦喧嘩が絶えず、子供が無く離婚寸前です」  

   

№3、禍は詫びの姿。 

「禍は詫びの姿で、あなたの息子さんが非行に走っ



た原因は、あなたの母親が実家を継いでいた弟長男

夫婦を追い出した罪を気づかないばかりか、あなた

たちも同じように兄嫁を追い出し、親に孝行の賞を

取ったので、息子さんがあなたたちの身代わりにな

り、詫びる罪滅ぼしが非行の姿です。それは〔親が

作った罪を子供が受け継ぎ、孫が現す〕と言うよう

に、あなたの母親が作った偽善を孫が償いをして、

もうこれ以上、何も起きないようにくい止めている。  

あなたが犯した偽善の罪を息子さんになすりつけて、

嘆き悲しむ姿をして、兄嫁に詫びているだけ」  

 

「私が兄嫁に詫びないから‥‥」  

 

「あなたの兄が亡くなったときに、偽善の罪を気づ

かなかったから、つぎの段階で御主人を亡くすこと

をあなたが選んだのだが、まだ兄嫁に詫びる気がな

いから、息子さんが前世の母親を助ける手段として、

非行を選んだ」  

 

「それでは母親が追い出した叔母の怨みが、私の兄

と主人を殺したのですか？」  



「怨みではなく、あなたの母親とあなたたちが求め

た結果が死なのです。元はと言えば、あなたの母親

が出しゃばって、実家を継いでいた弟夫婦を追い出

して、二番目の弟夫婦に跡を継がせたから、その息

子さんが二十歳前に交通事故死をしたのです。二男

夫婦にとって、息子長男は兄の魂の分け霊、息子長

男嫁は兄嫁の魂の里帰りだから、二男夫婦が兄夫婦

を無視して親孝行をすれば、兄夫婦の存在が無いか

ら、息子の存在が無く、交通事故死したのです」  

 

「その交通事故死も詫びの姿なのですか？」  

 

「そうです！ あなたの母親が親孝行をした偽善の

罪が、交通事故死を引き寄せたのです。それでも気

がつかず、今度はあなたたちも親に孝行して、兄嫁

を追い出してしまった。あなたの母親が追い出した

弟嫁と、あなたのお兄さんは〔前世の母と息子〕な

のです」  

 

「私の息子と出て行ってもらった兄嫁と同じ意味で、  

母親が出しゃばって弟嫁を追い出したから、私の兄



が亡くなったのですか？」  

 

「そうです。あなたの母親が取った仕打ちが時を経

て、同じ体験をして気づいてほしいために、息子の

嫁に里帰りしたのですが、それでもあなたの母親は

気がつかず、またあなたたちも同じことを繰り返し

てしまったから、お兄さんが亡くなったのです」  

 

「私の主人が亡くなった原因は？」  

 

「長女婿は母親の魂と同魂だから、長女が母親を慕

えば慕うほど、親孝行をすればするほど、御主人が

定員オーバーではじき出される原理原則です。母親

が幸せになって欲しいなら、御主人に感謝し、跡を

継いでいた兄夫婦に感謝すること。あなたから見て

主人と追い出した兄嫁は〔前世の兄妹〕になり、そ

れを確認から確心し、確かな神の確神するために、

魂の入れ替えと組み替えをしたのです」  

 

「………………。それでは妹夫婦が離婚寸前の原因

は？」  



№4、誕生の意味。 

「誕生とは、大切な人が生まれてくる。忘れてはい

けない人が生まれてくる。思い出したい人が生まれ

てくる。恩を返したい人が生まれてくる。縁を結び

たい人が生まれてくる。感謝したい人が生まれてく

る。あなたの母親から見て、娘二女夫婦の魂は誰に

なるか？   それは母親が実家から追い出した弟長男

夫婦になる。兄妹の魂は霊糸で結ばれている」  

 

「母親が弟長男夫婦を追い出したから、周り回って

妹二女夫婦が、魂を受け継いだのですか？」  

 

「母親が追い出した弟嫁の性格と魂を、娘二女が受

け継いでいる。母親は長女だから弟長男嫁と同じ魂

だが、性格は真反対になり、長男嫁の性格を娘二女

が現して確認している。叔母の魂と性格を姪が忘れ

てはいけないから、縁を結びたいから誕生した。兄

妹の恩を我が子に返すことを、神と約束して‥」  

 

「母親が追い出した弟夫婦の怨念が、妹を呪ってい

るのですか？」  



「誰が言ったのか分かりませんが、祟りや因縁や怨

念はなく、善因善果と悪因悪化ではなく、偽善因悪

化だけで、親の因果が子に報いとして現しているだ

けだから、霊糸の誕生を理解し、すべてを許し、す

べてを愛し、すべてに感謝することです」  

 

「妹夫婦に子供が出来ないのは？」  

 

「その前に母親が追い出した弟嫁である叔母と誰が

前世の母と息子ですか？」  

 

「叔母と私の兄が前世の母と息子です」  

 

「母親が弟嫁から『息子を大切に育てます』と約束

して授かったのだが、その約束を欺き、縁を切り、

霊糸を切ってしまった。二女は兄が〔前世の父〕で

あり、兄嫁が〔前世の母と娘〕を思い出すために誕

生し、息子長男は兄の魂を授かり、娘長女に兄嫁が

誕生する命の絆の法則を欺いたからなのです。人は

前世の恩を返すために、気づくまで何度も生まれ変

わりを繰り返しているのです」  



「気づくまで何度も‥‥‥。母親が弟長男夫婦を追

い出した偽善の罪が子供から、孫に負担を背負わせ

ているのですか………」  

 

№5、優しさは怨返し。 

「あなたの母親は、あなたたち姉妹を近づけて優し

くしているのは、追い出した弟嫁に罪滅ぼしをして

いるのです。魂を入れ替えと組み替えて、前世では

娘であったが現世で嫁として魂の里帰りをさせ、前

世で嫁であったが現世で娘として誕生させたことを

知ることを欺いた母親は、罪滅ぼしで前世の娘を守

る恩返し、現世の娘に怨返しをする方法を選んだの

です」  

 

「それが母親にとって、私たちが追い出した兄嫁と

前世の娘に当たるのですか？」  

 

「そうです！   優しさは復讐です。娘が入れば嫁は

入ることが出来ず、嫁が入れば娘は入ることは出来

ない。「娘は先祖の里へ里帰りで、お帰り下さい！」

「嫁は先祖の魂の里帰りで、お帰りなさい！」なの



だが、親孝行者と親不孝者や気に入ると気に入らな

いで、区別ではなく差別で判断したから、優しさは

怨返しと復讐になったのです」  

 

№6、理解できても実行まで‥。 

  数年が経ち、母は命の絆の法則が脳裏から離れな

れず、何度も何度も資料を読み返していた。  

 

意味は分かるけど理解できない、理解できるが納

得できない、納得できるが実行できない、というパ

ターンがあるように、なかなか実行することが出来

なかった。  

 

母はハッとした。  

 

いままで母親の老後や離婚寸前の妹二女のことに

囚われ過ぎていて、高校を卒業してから、一度も顔

を見せにこない娘長女のことを急に心配になってき

た。  

 

どこに住んでいるのか‥‥。  



幸せに暮らしているのならいいけど‥‥。 

 

娘は妹と同じ魂だから、母親が追い出した弟長男

嫁である叔母の魂を授かっている。  

娘婿も弟長男である叔父の魂の里帰りになる意味

も分かった。  

 

実際には娘を追い出した訳でもないが、縁が切れ

ているのは、追い出したと同じことだと気づいた。  

 

今さら、兄嫁に詫びても何も解決しないのではと

つぶやいた。  

 

だが息子が起こした事件で目が覚めた母は、  

「たぶん亡くなった主人と兄が、私に訴えかけたの

でしょう。『まだ詫びないのか！』と……………」  

 

  恐喝で警察にお世話になって、ようやく決心がつ

き、追い出した兄嫁と恐喝した息子は〔前世の母と

息子〕だと確神できたので、兄嫁の居場所を探し求

めてようやく分かり、何度も詫びに行ったが会って



はくれなかった。  

 

何度も何度も会いに行きましたが、門前払いだっ

た。  

 

何度も行くうちに心を開いてくれるようになり、

やっと姉妹の契りを結ぶことが出来ました。  

 

それから間もなく、息子の態度が変わり、いまは

昔のように明るい子に戻ったばかりか、家を出たま

ま一向に沙汰のない娘は結婚して孫息子が授かって

いたことが分かり、その孫息子は主人の魂の里帰り

だから、もうこれ以上命の絆の法則を欺かないこと

を心の中で誓った‥‥。  

 

同じ体験の実例。 

お父ちゃんは、ただの使用人だよ！ 

父が酒を飲んでは暴力を振るったり、誰彼なしに

喧嘩をふっかけたりするのがイヤで、家を飛び出し

た娘二女は、男友だちの家に転がり込み、その家で

男友だちを使用人のようにこき使っていたが、その



内にそこから追い出された二女は、暴走族の仲間に

入り、シンナーやたばこを吸ったりして警察沙汰に

なり、非行少女になってしまった。  

 

両親は警察に呼ばれ注意されたが、父は「親子の

縁を切る」と言い張るだけ。  

 

父は二男で実家を継いでいる兄嫁と折り合いが悪

い母親を毎週のように、日帰り温泉や買い物に連れ

出していた。  

 

兄嫁が母親に「くそ婆！ 出て行け」「そんなに弟

がかわいいなら弟の家に連れて行ってやる」「二度と

この家の敷居をまたぐな！」と、辛く当たると泣き

ながら愚痴を言う。  

 

母親は養子娘で婿養子に入った主人三男の本家や

兄妹と行き来をせず、妹たち三人と仲良く行き来を

していて、主人を使用人のようにこき使っていた。  

 

父二男も兄夫婦以上に叔母たちと付き合っていた。 



命の絆の法則の原理として、非行少女二女は養子

娘である祖母と同じ魂になり、父二男と父親と兄嫁

は同じ魂になる意味が分かった。  

 

母親や叔母たちに孝行して、婿養子に入った父親

と兄嫁を無視することは、「お父ちゃん！ おばあち

ゃんから使用人のように、こき使われているだけだ

よ」と娘が非行少女にまでなって気づかせてくれて

いる意味も理解した。  

 

父二男は母親に親孝行をせず、叔母たちとの交流

は、兄夫婦を欺いた遠交近攻の策だと分かり、叔母

たちも意味が分かり、人生儀礼だけの付き合いにす

ると約束した。  

 

つぎに父親を尊敬し、兄夫婦に詫びる意識を持つ

ように心掛けた。  

 

それから父二男は心の中で「兄嫁の命に出会えて

ありがとう」と念じた。  

その結果、兄嫁の意識が変わり始めてきたのが分



かったので兄嫁に詫びた。  

 

それを見届けたかのように、明るい顔をして戻っ

て来た娘に父は「気づかせてくれてありがとう」と

詫び、昔のように明るい家庭に戻った。  

 

命の絆の法則解説。 

親が長男夫婦だけ守ることで‥。 

子供たちを幸せにしたいなら、息子長男夫婦を守

るだけで他の子供たちが守られる。  

 

長男を守れば、二女と長女婿、二男嫁が守られ、

長男嫁を守れば、長女と二男、二女婿が守られる。  

子供たち全員を親が直接守ることではなく、間接

的に守ること。  

 

・きれいな花を絶やしたくないなら、剣山に挿さず

腐葉土の立場を守ればいい。  

・シマ馬を絶やしたいなら、ライオンを射殺すれば

いい。  

・どんなボロボロな冠でも上座に置き、どんなに出



来のいい靴でも下座に置くこと。  

・優しい娘婿でも下座に座らせ、出来の悪い長男を

上座に座らせること。  

・影を無くしたいなら太陽が沈めばいいだけ。  

 

遠交近攻は争いの元だが、遠くと交わらずに近く

と交わることで遠攻近交になる。  

近くとは長男夫婦のことで、遠くとは他の子供た

ちのことの意で、これを守ると、間接的に孫たちも

守ることが出来る。  

 

大自然の三者一体の摂理。 

ライオンは生きるためにシマウマを食べ、シマウ

マは草原を食べ、三者一体が共存共栄して、大自然

の中で生きながらえてきたけど、人間は何か勘違い

をして、ライオンがシマウマを食べている光景を見

て哀れみ、シマウマが草原の新芽を食べている風景

を見て安らぐけど、ライオンは我が子を守ることを

目的にしていると思われるが、実際にはシマウマを

も守っている。  

 



シマウマと草原だけで住めば、シマウマが繁殖し

続けて、新芽が食べ尽くされてしまう。  

 

そうなると草原が絶え、砂漠になってしまい、当

然、シマウマは住めなくなる。  

 

ライオンはシマウマを食べて、数の調整してあげ

ているから、ライオンとシマウマと草原は、今日ま

で生きながらえてきた。  

 

 親（ライオン）が長男夫婦（シマウマ）と住まず  

他の子供たち（草原）と暮らせば、おのずと家系が

絶えてしまう。  

 

これが人間界の摂理であり、代々子々孫々する原

理原則。  

 

姉弟の恩を誰に返えせばいいか？ 

姉弟への恩は我が子たちを慈しみ育てることで、

我が子たちの中でも息子長男夫婦に恩を返すこと。  

例えば、  



長男夫婦を鉢に植えた朝顔の花にし、雑草が生き

延びるために、賢い親種は子種を遠くに飛ばすよう

に、他の子供たちを遠くに飛ばすこと。  

 

朝顔の花に水を与え、遠くに飛ばした雑草には与

えない。  

水をもらえない雑草たちは、自力で根を張るよう

になり、その子孫も野生のように力強く生き延びる。 

 

朝顔の花は、水を与えてくれた親の恩に報い、子

供たちを慈しみ育てて、また息子長男夫婦だけ残し、

他の子供たちを遠くに飛ばすことで子々孫々する。  

この繰り返しで人間界の摂理ができる意味が分か

るといいのだが‥。  

 

嫁と婿はふる里からの里帰り。 

父親のふる里から、長男嫁と二女婿が里帰りし、

母親のふる里から、長女婿と二男嫁が里帰りしてく

る。  

それも一番で会いたくない人や、避けて通った人

と同じ人に育てられて里帰りしてくる。  



父親と母親が悟りを開くのに、丁度いいとき、丁

度いいタイミングで、丁度いい命が里帰りしてくる

から、「お帰りなさい」と言って、丁重に出迎えてあ

げること。  

 

だが悲しいことに、悟りを開かず、嫁や婿は他人

だと言い張って、よそ者扱いをしているから、いつ

まで経っても命の絆が結ばれない。  

 

いますぐ  

「あなたの命に出会えてありがとう」  

と言ってあげると、きっと喜ぶと思うな！  

  

後書き。 

これ以外でもいろんな禍を背負っている。  

例えば、  

 借金地獄やサラ金問題、アトピー性皮膚炎や統合

失調症、自殺や他殺、不登校や引き籠もり、うつ病

やノイローゼ、結婚の縁が無かったり、犯罪に巻き

込まれたり、様々な出来事に遭遇したりしますので、

少しずつでも改善してみてはどうでしょうか。  
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